
柑橘におけるドローンを活用した施肥・防除の可能性
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大信産業株式会社では、農薬、肥料、農
業資材のほか、農業に関する様々な技術
を皆様に提供させていただいております。
また緑化分野でも美しい緑を次世代につ
なぐべく、様々な活動を行っております。

〇農業分野（農薬）
〇農業分野（肥料）
〇農業分野（資材）
〇緑化分野（ゴルフ場・公園管理等）
〇ドローン分野

シンボルマークは社訓であ
る「信用」を『誠意・熱
意・創意』の３枚の葉に託
しました。
２つの緑色は豊かに育つ新
緑と常緑を表現し、青色は
澄みきった美しい海をイ
メージしています。

大信産業とは

http://www.taishinkk.co.jp/service/service2.html
http://www.taishinkk.co.jp/service/service3.html
http://www.taishinkk.co.jp/service/service4.html
http://www.taishinkk.co.jp/service/service1.html
http://www.taishinkk.co.jp/service/service5.html


農業支援サービス事業実施体制

【事業申請企業】大信産業株式会社

【仲介者】
○農地の施肥・防除作業：ＪＡ
○耕作放棄地の維持管理：農業委員会

【受託業者】S株式会社

○衛星画像の入手、加工

（生育診断情報、耕作放棄地情
報）

【受益者】農家
営業企画部

（新規事業企画・ド
ローン教習等）

緑化部

（ゴルフ場、公園管
理等）

業務委
託契約

画像
データ

○施肥・防除作業
○生育診断情報提供
○耕作放棄地管理作業

○生育診断情報
○耕作放棄地情報

○施肥・防除作業取りまとめ、委託
○耕作放棄地管理作業仲介

【新規事業】

（施肥・防除、耕作放棄地の
管理作業受託）

作業委託 ○施肥・防除指導
○農地維持管理指導

【受託業者】株式会社Ｌ

○耕作放棄地の草刈り作業
○ほ場の均平化、傾斜付け

（ＧＰＳ活用）

農家オペ
レーター



●2017年 ・ドローンによる防除が実質スタート（水稲中心 以降年々防除拡大）

●2018年 ・広島県呉市の事業を活用してかんきつ防除実証開始（黒点病の防除効果確認）
・7月豪雨により黒点病の防除に対するドローンへの期待高まる
・農林水産航空協会の委託を受け、柑橘防除試験実施（２０１９同様）

●2019年 ・広島県呉市事業2年目実証（自動飛行による防除）
・スマート農業加速化実証事業開始（大崎上島 レモン）
（県、ＪＡ、関係メーカー等のコンソーシアムで実証開始）

●2020年 ・スマート農業加速化実証事業（2年目） Ｔ２０を用いた斜面での自動飛行
・ＪＡによる大規模実証開始（８０ａでの実証）

●2021年 ・農業サービス支援事業を活用してオペレータ育成、自動飛行ルート作成等実施
・ＪＡによる請負防除受付体制の整備が進む

●2022年 ・柑橘請負防除スタート

柑橘ドローン防除の経緯（広島県の事例）



ドローン 規制改革の概要

航空法に関する規制緩和
「技術指導指針」の廃止及び「無人マルチローターによる農薬の空中散布に係るガイドライン」（令和元年７月３０日施行）
○空中散布の計画については、ガイドラインに作成の項目はあるが、提出を義務付けていない。（都道府県の判断による）
○空中散布に係る留意事項 機体等メーカーによる散布方法によるが、それが無い場合当面次の基準による。
飛行高度：作物上２ｍ以下、散布時の風速：地上１．５ｍにおいて３ｍ/ｓ以下

○事故報告 事故報告については、発生後直ちに第１報、事故発生後１ヶ月以内に最終報を指定様式で都道府県に提出する。

国土交通省の無人航空機飛行マニュアルの改正 （令和元年７月３０日施行）
○補助者の配置義務を不要とする。（一定の緩衝地帯を設定できれば補助者は不要）
○夜間飛行又は又は目視外飛行の場合には自動操縦による飛行のみにより行う。

○目視外飛行の要件 目視内農地と隣接する農地の範囲とし、第三者の立ち入りを制限できない公道、住宅地等に隔てられた飛び地を含めな
い。

農薬取締法に関する規制緩和
○「散布」「雑草茎葉散布」等でマルチローターを使用するかどうかは、農薬使用者の判断に任せる。（平成３１年２月２２日）
登録の範囲内であればマルチローターを含め散布機器の選択に制限は設けない。
○高濃度少量散布の登録拡大を行う場合、作物残留試験の追加提出を要しない。（登録拡大を促進）



柑橘ドローン防除の課題と解決の方向

斜面での作業となり、自動飛行が前提とな
るため使用できる機体が限られる

果樹モードが搭載された機体があるが（Ｄ
ＪＩ Ｔ３０、ＸＡＧ）、葉裏への付着が劇的に
改善することは期待できない？

柑橘に使用できる無人ヘリ登録農薬が少
ない

請負防除を進めるためには、正確なほ場
地図の作成が必要

Ｔ２０に加え今年１月より新たにＤＪＩより新
型機種（Ｔ１０，Ｔ３０が発売開始）

農地ナビを前提とするが、請負前には農家
とのほ場確認作業が必須

進達性を持った農薬の登録拡大及びド
ローン用展着剤の登録

徐々には増えてきている（各県からの要望
が必要）



柑橘に使用したドローンの特徴（DJI T20)



かんきつ（みかん）高濃度散布登録のある農薬①

MRみかん防除薬剤検討資料（2022年2月14日現在）

収穫前日数 使用回数

80倍 8～20L

40倍 4～10L

20倍 4～5L

24倍 4～8L

48倍 4～16L

200倍 30～50Ｌ

100倍 15～30Ｌ

40～50倍 7.5～15Ｌ

32倍 4～7.5L

アドマイヤーフロアブル かんきつ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｺﾞ
ﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ成
虫、ｶﾒﾑｼ類、ﾐ
ｶﾝｷｼﾞﾗﾐ、ｱｻﾞ
ﾐｳﾏ類、ﾐｶﾝﾊﾓ
ｸﾞﾘｶﾞ、ﾐｶﾝﾊﾞｴ

14日前まで
（但し露地
栽培につい
ては、発芽
期から開花
期を除く）

3回以内

農薬名 作物名 摘要病害虫 希釈倍数
10a当た
り散布薬
液量

安全使用基準

2回以内

ダントツ水溶剤 かんきつ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｺﾞ
ﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ成
虫、ｶﾒﾑｼ類、ﾐ
ｶﾝｷｼﾞﾗﾐ、ｱｻﾞ
ﾐｳﾏ類、ﾐｶﾝﾊﾓ
ｸﾞﾘｶﾞ、ﾐｶﾝﾊﾞ
ｴ、ｹｼｷｽｲ、ｺｱ
ｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ、ﾂﾉﾛ
ｳ､ｺﾅｶｲｶﾞﾗ､ｱ
ｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗ､ﾅｼ
ﾏﾙｶｲｶﾞﾗ､ｺﾅ
ｼﾞﾗﾐ､ｱｵﾊﾞｱｺﾞ

アドマイヤープラスフロアブルかんきつ

ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｱﾌﾞ
ﾗﾑｼ､ｶﾒﾑｼ、ｺﾞ
ﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ、ﾐｶ
ﾝﾊﾞｴ、ﾐｶﾝﾊﾓ

ｸﾞﾘｶﾞ

21日前まで
（但し露地
栽培につい
ては、発芽
期から開花
期を除く）

前日まで 3回以内

32倍 4～6Ｌ

40倍 6～8L

50倍 8～10L

80倍 10～15L

100倍 15～20L

160倍 20～30L

250倍 30～40L

320倍 40～50L

12倍 4Ｌ

24倍 8Ｌ

30倍 30Ｌ

スミチオン乳剤 みかん

ケシキスイ、コ
アオハナムグ
リ、アザミウマ
類

10倍 5L 14日前まで 5回以内

モベントフロアブル かんきつ

アブラムシ、ア
ザミウマ類、カ
イガラムシ、ミ
カンサビダニ、
チャノホコリダ
ニ

7日前まで 3回以内

アグリメック乳剤 かんきつ

ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾁｬ
ﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ、ﾐｶﾝ
ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ、ﾐｶﾝ
ｻﾋﾞﾀﾞﾆ

7日前まで 3回以内

収穫前日数 使用回数
農薬名 作物名 摘要病害虫 希釈倍数

10a当た
り散布薬
液量

安全使用基準



かんきつ（みかん）高濃度散布登録のある農薬②

収穫前日数 使用回数

安全使用基準10a当たり
散布薬液

量
希釈倍数摘要病害虫作物名農薬名

収穫前日数 使用回数

安全使用基準10a当たり
散布薬液

量
希釈倍数摘要病害虫作物名農薬名

10倍 4L

20倍 8L

10倍 5L

20倍 10L

30倍 10Ｌ

15倍 5L

20～30倍 10L

10～15倍 5L

みかん 30日前まで

かんきつ
（みかんを

除く）
90日前まで

ベルクートフロアブル みかん

灰色かび病

3日前まで 3回以内

貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）

ジマンダイセン水和剤 黒点病 5倍 ４L 4回以内

みかん

貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）
（軸腐病）

前日まで 5回以内

トップジンMゾル

かんきつ

貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）
（軸腐病）

前日まで 5回以内

24倍 4～6Ｌ

32倍 6～7.5Ｌ

50倍 7.5～15Ｌ

100倍 15～30Ｌ

200倍 30～50Ｌ

みかん 7日前まで 3回以内

かんきつ
（みかんを

除く）
収穫前日まで 2回以内

ベフトップジンフロアブル

貯蔵病害
（青かび病、緑
かび病、軸腐
病、こうじかび
病、黒腐病、
炭そ病、白か
び病、すす斑
病、黒斑病）

25倍 ８L

ナティーボフロアブル かんきつ

黒点病
貯蔵病害
（青かび病）
（緑かび病）
そうか病

灰色かび病

収穫前日まで 3回以内

２０２２年２月１４日現在の登録薬剤
殺菌剤：５剤（黒点病、灰色かび病、貯蔵病害等）
殺虫剤：６剤（訪花害虫、ミカンサビダニ等）



2022年度　ドローン農薬散布実証試験(案)

散布時期 薬剤名 対象病害虫 希釈倍数
10a当り
散布量

ダントツ水溶剤 ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ、ｹｼｷｽｲ 24倍 ４Ｌ

ナティーボフロアブル 灰色かび病 24倍 ４Ｌ

ジマンダイセン水和剤 黒点病 5倍 ４Ｌ

ジマンダイセン水和剤 黒点病 5倍 ４L

モベントフロアブル ｶｲｶﾞﾗﾑｼ、サビダニ 32倍 ４L

ジマンダイセン水和剤 黒点病 5倍 ４L

アドマイヤープラスフロアブルゴマダラカミキリ 32倍 ４L

ジマンダイセン水和剤 黒点病 5倍 ４L

モベントフロアブル ｱｻﾞﾐｳﾏ､ｶｲｶﾞﾗﾑｼ､ｻﾋﾞﾀﾞﾆ 32倍 ４L

ベフトップジンフロアブル 貯蔵病害 25倍 ８L

アグリメック乳剤 アザミウマ 24倍 ８L

5月

6月

7月

8月

10月～12
月

かんきつ防除暦（案）



防除試験 訪花害虫（２０２０年 広島県呉市）

5月13日（水）防除 10:00～13:00  アドマイヤーＦ+ベルクートＦ

ほ場№ 面積（ａ） 風速（ｍ/ｓ） 天候 準備時間 飛行時間 散布量 10a散布量

1.0 40.0 32.0 8.0

2.0 9.0 8.0 8.9

3.0 30.0 24.0 8.0

合計 79.0 64.0 8.1

10:00頃1～２

12:00頃３～５
晴



7月20日（月）防除 9:30～11:00　　ジマンダイセン水和

ほ場№ 面積（ａ） 風速（ｍ/ｓ） 天候 準備時間 飛行時間 散布量 10a散布量

1.0 40.0 16.0 4.0

2.0 9.0 4.0 4.4

3.0 30.0 12.0 4.0

合計 79.0 32.0 4.1

晴

8月20日（木）防除 9:30～10:30　　ジマンダイセン水和

ほ場№ 面積（ａ） 風速（ｍ/ｓ） 天候 準備時間 飛行時間 散布量 10a散布量

1.0 40.0 7分 16.0 4.0

2.0 9.0 3分 4.0 4.4

3.0 30.0
8分（2回

散布）
12.0 4.0

合計 79.0
1時間12

分
18分 32.0 4.1

０～１ 晴

防除試験 黒点病（２０２０年 広島県呉市）



防除試験 薬剤の付着状況（２０２０年 広島県呉市）

感水紙への薬剤付着面積率%（２０２０年５月１３日）

樹№１ 樹№２ 合計

表 裏 表 裏 表 裏

上

1 3.38 0.005 6.311 0.155 9.691 0.16

2 0.489 0.04 3.409 0.006 3.898 0.046

平均 1.935 0.023 4.86 0.081 6.795 0.103

中

1 0.282 0.023 1.362 0.004 1.644 0.027

2 4.037 0.024 1.104 0.022 5.141 0.046

平均 2.025 0.023 3.409 0.054 5.434 0.076

下

1 7.727 0.003 1.104 0.021 8.831 0.024

2 13.041 0.062 2.674 0.004 15.715 0.066

平均 4.114 0.025 3.029 0.043 7.144 0.069

合計 28.956 0.157 15.964 0.212 44.92 0.369

平均 4.826 0.026 2.661 0.035 7.487 0.062





ほ場№ 面積（ａ） 風速（ｍ/ｓ） 天候 準備時間 飛行時間 散布量 10a散布量

1.0 40.0 7分 16.0 4.0

2.0 9.0 3分 4.0 4.4

3.0 30.0
8分（2回

散布）
12.0 4.0

合計 79.0
1時間12

分
18分 32.0 4.1

０～１ 晴

ドローンによる防除時間

実施場所：広島県呉市豊町（大﨑下島地域農業振興対策協議会）
実施月日：２０２０年８月２０日
使用機体：ＤＪＩ Ｔ２０
防除対象及び使用農薬：温州みかん ジマンダイセン水和剤 ４㍑／１０ａ（５倍）



全自動飛行による防除

ファントムＰＲＴＫで撮影した画像を
基に３Ｄマップを作成し、そこへ設
定した飛行ルートに沿って自動飛
行が可能（斜面での自動飛行）

ＤＪＩ ＡＧＲＡＳ Ｔ２０

自動飛行ルート
スタートポイント

エンドポイント

Ｐｈａｎｔｏｍで作成した３Ｄ画像



中国新聞



請 負 防 除 の 仕 組 み （地域防除班型）

請負の流れ

・ＪＡが防除面積取りまとめ
・ＪＡと大信でほ場確認
（事前測量）

・ＪＡと大信で防除時期の設定
・地域防除班と日程調整
・防除実施（ＪＡ，大信立会い）

※

・防除ほ場周辺住民への事前周知は
委託生産者とＪＡが行う。

・トラブルが発生した場合ＪＡと大信が
協力して対応にあたる。

大信産業株式会社

Ｊ Ａ

柑 橘 農 家

防除班

防除作業申込

防除面積取りまとめ

防除作業受託

防除作業委託申込

防除作業指示・農薬提供

防除作業受託

防除作業実施



請負形態によるメリット・デメリット

請負の仕組み 仕組み メリット デメリット

地域防除班型

ＪＡが防除面積を取りまとめ、大

信産業に委託、大信産業が地域の

防除班をＪＡと協力して育成し作

業を行う。

・地域の担い手の収益が確保できる

・今後防除面積が拡大した場合に対応できる。

・ＪＡの負担は少ない。

・防除班の繋ぎ止めが必要。

・ＪＡは手数料収入のみ

ＪＡ主体型
ＪＡ内部に防除班を育成し、防除

を実施する。

・ＪＡ内部に専門家が育成できる。

・ＪＡの収益増が期待できる。
・ＪＡの負担が大きい。

・面積拡大に対応しずらい。

混合型

ＪＡ内部に防除班を設置するが、

地域の防除班も同時に育成し、連

携して対応する。

・両方の仕組みを合わせた形で、両方のメリッ

トが生かせる。

・ＪＡの負担が大きい。



ドローン専用肥料の開発ついて（水稲の事例）

水稲栽培においてはいわゆる一発型肥料の普及が進んでいるが、近年生育期の高温のため肥料が最後まで効かない事例が発生し
ており、収量、品質低下の要因となっている。
ドローンを活用してピンポイントで施肥ができれば労力軽減と収量、品質増に寄与できる。
一方でドローンに積載できる肥料の量が最大15㎏程度であるため、高濃度で散布しやすい形状（粉立ちが少ない、水分等による固ま

りが少ない等）が求められる。
柑橘栽培においても傾斜地での肥料散布には労力負担が大きく、ドローンによる高濃度窒素肥料散布のニーズは高い

肥料名 窒素 リン酸 カリ その他

アドニトロ ４５％ ー ー ー

多木３１１３ ３０％ １％ １１％ 苦土：３％

アドシリカ ー ー ６％ ケイ酸：１０％
苦土：１％
腐食酸：７％

肥料登録された商品の一部



ドローン活用 今後の可能性

柑橘園での防除状況（DJI T20）

○ 野菜類、柑橘等への防除拡大

（現状では水稲中心で、麦、大豆、馬鈴薯も年間防除
可能）

○自動飛行によるオペレーターの負担軽減及び効
率化（大型機の導入、自動飛行）

○リモートセンシング（画像による生育診断等）

○鳥獣害対策（追い払い、サーモカメラによる生息地
確認）

○太陽光パネル、ハウスの洗浄

○耕作放棄地調査等画像による診断、測量



リモートセンシング
（離れた位置から情報把握すること）

ＲＧＢ画像
ライブ映像

ＮＤＶＩ画像

作物の生育活性度が把握可能
刈取り時期や施肥量の把握 ＤＪＩ Ｐ４ ＭＵＬＴＩＳＰＥＣＴＲＡＬ



ドローンによる鳥獣害対策



耕作放棄地診断実証活動（尾道市：9カ所、世羅町：2か所）

ドローン画像でのリアルタイム診断





ご清聴ありがとうございました。

大信産業株式会社
営業企画部事業企画室長
田中敏章


